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あらまし：授業の様子を俯瞰した位置から撮影した講義映像が MOOCs などで利用されることがあるが，

その授業の雰囲気を十分には感じ取ることができない．授業に対する参加意識が得られないことで，受講

を途中で放棄するなどの問題がある．そこで本研究では，授業への参加意識を高めるために，受講者視点

に配置した全天球カメラで撮影した授業映像を没入型 HMD で視聴できるようにすることで，より臨場感

の高い受講体験を提供する枠組みを提案する． 
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1. はじめに 
講義を撮影した映像を後で視聴できるようにした

り，リアルタイムにネットワーク配信したりするこ

とで，講義の復習や遠隔地での受講に利用できる．

このような講義映像の活用例として，従来から予備

校などで利用されるビデオ教材や，大学の授業をア

ーカイブ化して公開することを目的とした

OCW(Open Course Ware)，近年講座数が急増している

MOOCs(Massive Open Online Courses)などが挙げら

れる．一般に，これらの映像は，講義を行う講師，

講師が提示する黒板，スライドなどを被写体として，

講師のみが居る撮影スタジオに設置したカメラ(1)や，

講義室内の受講者に邪魔にならない位置に設置した

カメラで撮影される．そのため，講義映像の視聴者

は，講師でも受講者でもない第三者の立場で映像を

視聴することになり，臨場感に欠けてしまい，参加

意識が低くなるという問題がある． 
そこで本研究では，講義映像の視聴者が，受講者

視点の映像を視聴し，当該講義を構成する当事者と

しての感覚を得ることで，より参加意識を持ちやす

い受講体験を提供する枠組みについて提案する． 
 

2. 没入型拡張現実 
HMD(Head Mounted Display)は，頭部に装着して映

像を視聴するデバイスであり，従来は仮想的に大き

な映像表示スクリーンを眼前に表示することを目的

としていたため，大きなディスプレイの代替機能と

しての側面を持つものがほとんどであった．一方，

近年は，接眼レンズの工夫などにより，人間と同程

度の広い視野角を実現することで，映像空間に入り

込んだかのような視覚感覚が得られる没入型 HMD
が開発されている．これらの没入型 HMD にはヘッ

ドトラッキング機能が搭載されることが多く，三次

元 CG で表現された空間内を自由に移動しつつ，

様々な方向を見たりすることが可能であり，ゲーム

やシミュレーションの分野等で活用されつつある． 
一方，一般的なビデオカメラは 50°程度の視野角

しか持たないため，人間の視野をカバーするような

映像を撮影することは困難であったが，複数台のビ

デオカメラを組み合わせたり，高視野な魚眼レンズ

を利用したりすることで，一度に全方位の映像（全

天球映像）を撮影することが可能なカメラ（全天球

カメラ）が利用できるようになった．全天球カメラ

映像を三次元 CG の代わりに没入型 HMD に提示す

ることで，全天球カメラが設置された位置を視点と

したあらゆる方向の映像の視聴が可能となる．本稿

では，この枠組みを没入型拡張現実とよぶ． 
 

3. 臨場感の高い授業体験 
本研究では，没入型拡張現実を利用し，受講者が

より臨場感の高い授業を体験できる仕組みの実現を

目指す．受講者視点の講義映像を撮影する全天球カ

メラは，講義室で受講者が着席した際の視点となる

位置に設置する．図 1 に，座席に配置した全天球カ

メラの例を示す．このようにして撮影した全天球講

義映像を，顔の向きのトラッキングが可能な没入型

HMD に提示し，これを受講者が視聴することで，臨

場感の高い授業体験が可能となる． 
 
4. 映像提示方法が臨場感に与える影響 
全天球講義映像を，没入型拡張現実を利用して受

講者に提示する方法が臨場感にどのような影響を与

えるかについて調べた．京都外国語大学の授業とし

て実施されているゼミ発表の場で，所属ゼミ生によ

る発表や教員による指導の様子を全天球カメラで撮
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影した．その映像を，没入型拡張現実を含む 3 種類

の視聴方法で大阪工業大学の学生 6 名に視聴しても

らった上でその感想を聴取した．全天球カメラとし

ては，Ricoh 社の Theta S を使用し，没入型 HMD と

しては，米国 Oculus 社の Oculus Rift DK2 を使用し

た．全天球カメラは，受講者席の最前列に設置（図

1）し，受講者視点の映像を収録した．この映像には，

全天球カメラを視点位置とした講師や受講者の様子

が同時に撮影される．得られた全天球カメラ映像を，

表 1 に示すような 3 種類の視聴方法で視聴してもら

い，ゼミに参加しているかのような臨場感が得られ

るか，及び，それぞれの視聴方法の長所，短所につ

いて聴取した．それぞれの視聴方法の様子と映像提

示例を図 3 から図 5 に示す． 
 

表 1. 全天球講義映像の視聴方法 
No. 視聴方法 

1 
タブレット端末に映像を提示し，見たい

方向やズームはスクロール操作やピンチ

操作によって変更 

2 
タブレット端末を仮想的な窓と見立てて

映像を提示し，見たい方向はタブレット

端末のジャイロ機能を用いて変更 

3 没入型 HMD に映像を提示し，見たい方向

は顔を向けることで変更 
 
 ゼミに参加しているかのような臨場感については，

被験者全員が，没入型 HMD による視聴方法 3 が最

も高いという評価をした．視野角の大きい没入型映

像が顔の動きに自然に追随することで，臨場感につ

いて最も評価が高くなったと考えられる．一方，各

視聴方法に対する長所・短所に関しては，以下のよ

うな，解像度や操作性に関する感想が得られた． 
視聴方法 1 では，タブレット自体を動かすことな

くスクロール操作やピンチ操作によって見る方向や

ズームの変更が可能であるため，操作がしやすく解

像度も高いが，操作によっては映像が歪む場合があ

り，臨場感に欠けるという感想が得られた．視聴方

法 2 では，把持したタブレット端末を様々な方向に

向けることであらゆる方向の映像が視聴でき，臨場

感はやや高いが，一方で，両手で持ったままの姿勢

が負担を感じるという感想もあった．視聴方法 3 で

は，臨場感が最も高いという評価が得られたものの，

解像度が低くスライドの文字が読めない，HMD が

重く違和感があるため，内容に集中出来ない可能性

がある，自分の手元が見えないためノートがとりに

くいと感じた，などの感想が得られた． 

  
図 1 全天球カメラの

受講者視点の設置例 
図 2 全天球講義映像の例 

 

  
図 3 視聴方法 1 の様子と提示される映像の例 

 

  
図 4 視聴方法 2 の様子と提示される映像の例 

 

 

 

図 5 視聴方法 3 の様子と提示される映像の例 
 
5. おわりに 
本稿では，講義映像の視聴者が，受講者視点の映

像を視聴し，当該講義を構成する当事者としての感

覚を得ることで，より臨場感の高い受講体験を提供

する方法として，全天球カメラ映像と没入型 HMD
を利用する枠組みについて提案した．3 種類の視聴

方法による映像視聴実験では，没入型 HMD を利用

した視聴方法が最も臨場感が高いことが分かったが，

解像度が低い点や，HMD の重さが問題となりうる

ことが分かった．今後の課題としては，今回の実験

では，収録済みの全天球講義映像を利用したが，講

義中の全天球講義映像をリアルタイムに視聴可能と

するシステムの構築や，全天球カメラ映像には視聴

者自身が映り込まないことから，自己の存在感を感

じにくいため，視聴者自身の様子を観測し合成提示

することなどが挙げられる． 
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